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第８期第２回北区男女共同参画審議会 議事要旨 

 

【開催日時】 令和３年６月２５日（金） 午後６時３０分～午後７時４０分 

 

【開催場所】 北とぴあ１４階 カナリアホール 

 

【次  第】 

１．開会 

２．議事 

 （１）第６次アゼリアプランの進捗評価方法（案）について 

 （２）令和２年度スペースゆう事業概要について 

３．その他 

 （１）今後のスケジュールについて 

（２）その他 

４．閉会 

 

【出席者】奥津委員 平野委員 植木委員 鈴木委員 山田（由）委員 

早瀬委員 加藤委員 手﨑委員 小林委員 矢吹委員 古賀委員 西川委員 

眞野委員 吉田委員 阿部委員 宮島委員 戸枝委員 大谷委員 

【欠席者】山田（昌）委員 市川委員 

 

 

 

○開会 

（総務部長あいさつ） 

（出席状況の報告、資料確認） 

 

〇委員紹介 

（新任委員３名・自己紹介） 

 

○菅原課長 

 それでは、これから先の議事につきましては、奥津会長にお願いしたいと思います。よ

ろしくお願いいたします。 

 

○奥津会長 

 奥津でございます。 

 皆様、夕方からのこのお時間、お集まりいただきましてありがとうございます。 

 もう言うまでもなくということでございますけれども、もう１年以上、昨年の２月以降

からコロナで、この審議会もいつも別のお部屋でやっておりますけれども、こうして広い
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ところを取っていただいて、ようやく開催ということでございます。 

 後で御説明があるかもしれませんけれども、国の男女共同参画白書の概要が出ておりま

すが、この間、本当にコロナの影響、マイナスの影響が女性に非常に強く出たということ

がここにもしっかりと書いてございます。御覧いただければ分かりますが、そういう状況

の中で、また、内閣府に新型コロナ感染拡大が女性の生活や雇用に与える影響を議論する

有識者会議が開かれて、この間報告が出ましたが、そのまとめは一言で言えば女性不況と

いう言葉で表現されていました。言葉が強いのか、マスコミが報道もそんなに何回もしな

かったのですが、そういう状況ですので、まさにこの審議会でしっかりと、本当はひざを

突き合わせて議論しなければならないのですが、こういう状況ですから、場所もちょっと

広く、席の距離を置いて、しかも、申し訳ないのですが、時間も会合はなるべく効率よく、

短くということになっております。今日の進行もちょっと急いだ感じになるかもしれませ

んが、そこは御理解いただいて、どんどん御発言を本当に遠慮なくなさっていただくよう

にお願いしたいと思います。 

 ということで、前回からテーマになっておりました区の取組、この報告書の手順につい

て今日議題になるということでございます。よろしく御審議をお願いいたします。 

 座らせていただきますが、続きまして、先ほど区の条例規則、施行規則で審議会は公開

とするとなっています。審議会の決定で一部非公開ということも可能ではございますが、

傍聴御希望の方がいらしたら公開ということでよろしゅうございますか。 

 

（「異議なし」の声あり） 

 

○奥津会長 

 では、こういう形でそのまま進めさせていただきます。 

 ちょっと御発言もマイクをお取りになって大きな声で、マスクをした上でのことですの

で、間を置かずにどんどんと御発言いただきたいと思います。 

 では、議事１ということで、事務局より説明をお願いいたします。 

 

○菅原課長 

 （事務局より「議事１」についての説明） 

 

○奥津会長 

 ありがとうございました。 

 若干変更があったとおっしゃっていましたけれども、一つはくくり方で、事業の点と、

それからどうしてもコロナで、本来ならできていたことができなかったというようなこと

もあるので、そこのところを評価ができなかったというような感じで少し工夫をしました

というのが大きなところでございますよね。 

 あと、基本的にはもうずっと前からやっていた評価の仕方はそのまま踏襲してきました

ので、比較はしようと思えばできると、そんな形で理解いたしましたが、よろしいですか。 

 では、今事務局から説明がありました内容について、御意見、御質問を皆様から頂戴し

たいと思います。 
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 御発言の前に、議事録の関係がありますので、お名前を名乗っていただいて、マイクで

大きな声でお願いいたします。 

 どうぞ、何か質問ある方、ないでしょうか。どうぞ御遠慮なくどうぞ。 

 本当に災害なんかはどういう扱いするのかというのはとても難しいと思います。今年も

難しいし、来年比較するのはもっと難しいですよね、来年と今年とか。そんなこともあり

ますので、どうぞ御遠慮なくおっしゃってください。 

 もしくはお持ち帰りになってじっくりとお読みいただきましょうか。そのほうがよろし

いですか。 

 そういうことであれば、これはまた後で、お持ち帰りになってよく読んで、御発言があ

ったらお寄せいただいてもよろしいですか。 

 そういうことにして、次の議題に移りたいと思います。 

 では、またこの会議の中で、やはり質問したいということがあれば、また言っていただ

ければその場で取り上げたいと思いますが、取りあえず時間の関係もありますので、こう

いう時期ですので申し訳ないのですが、議事の２に移らせていただきます。 

 これも事務局から説明をお願いします。 

 

○菅原課長 

 （事務局より「議事２」についての説明） 

 

○奥津会長 

 ありがとうございました。 

 何かちょっと確認しておきたいというようなことはございますか。 

 

○矢吹委員 

 矢吹でございます。 

 ８ページの再就職準備セミナーとありますが、どちらも参加人数の定員が20名になって

おりますね。これはかなり少ないと思うのですが、なぜ20名という定員だったのでしょう

か。 

 

○菅原課長 

 コロナ感染症の対策策といたしまして、定員の半分以下ということ、実際はこちらのお

部屋で60名ですけれども、半分以下に抑えたということで定員を20名とさせていただいた

という次第でございます。 

 

○矢吹委員 

 ほかの講座の場合は大体半分の30名を取っていらっしゃいますよね。このときだけは20

名というのはちょっと少なかったのかなと思ったのです。 

 それで、２日目の場合は20名の定員に対して21名の御参加があったようですね。この辺

がもったいなかったなという印象です。 
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○菅原課長 

 こちらのほうなのですが、もしかしたらちょっと周知期間が足りなかったということも

あったのかもしれませんが、今後はなるべく参加人数、定員になるようにこちらも周知を

してまいりたいと思います。 

 

○奥津会長 

 よろしいですか。 

 ほかにございますか。 

 

○西川委員 

 西川です。 

 コロナ禍で事業を実施するのはすごく大変だったなと思いますので、いろいろ御苦労が

あったのかなと思います。 

 その中で、13ページにオンラインのＺｏｏｍで開催しているということが始まっていて、

対応されたと思いました。 

 こういったことも今後当分続いていくのかなと思うのですが、そのＺｏｏｍを利用して、

例えばこの出前講座、デートＤＶ講座が今、区内３校実施なさっているようですけれども、

例えば区内全部の学校にＺｏｏｍで配信するとか、そういったようなこともこれを機に実

施していただけるような形になると、広く教育というか啓発ができるかなと思うので、こ

れを機に何か検討していただければなと思いました。 

 あと、もう一つ、私、相談業務のほうも事業でふだんしているのですけれども、今年は

やはりＤＶ相談の件数がすごく増えているなというのが目に見えておりますので、このあ

たり何か担当課でお思いになっていることが何かあれば教えていただきたいなと思いまし

た。 

 

○菅原課長 

 まず、１点目のデートＤＶの出前講座なのですけれども、教育委員会とも調整が必要に

なることですので、今後検討とさせていただきたいと思います。 

 それから、ＤＶの相談件数なのですけれども、確かにコロナ禍の影響があったのかもし

れませんし、ただ、相談の内容については申し上げることができないのですが、恐らく北

区だけではなくて、男女共同参画白書にもありましたけれども、ＤＶの相談件数が増えて

いるというのはそちらのほうにも記載されておりましたので、恐らくコロナの影響による

ＤＶの相談件数も増加ということはあると認識しております。 

 

○西川委員 

 ありがとうございます。 

 教育委員会とは大変だと思いますが、タブレットの配布なども進んでくると思いますの

で、そのようなことで広まればいいなと思います。よろしくお願いします。 

 

○奥津会長 
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 関連して、また別の視点からいかがですか。 

 ＤＶとか虐待とか、これが増えているというのは参画白書に書いてありますし、公の数

字がはっきり出ています。主婦の自殺も増えたとか、本当に残念なことが多いのですが、

個別の内容を教えてくださいというわけではないのですけれども、やはりそこの分析はこ

れからなさるのでしょうか。北区としてなさるのでしょうか。 

 

○菅原課長 

 これからになりますけれども、実績が出ているところでございますので、検証してまい

りたいと考えております。 

 

○奥津会長 

 ぜひ研究していただいて、いろいろなことの本当のコアになる問題がつかめるかもしれ

ませんので、よろしくお願いしたいと思います。 

 ほかに何でも結構でございます。いかがですか。 

 

○加藤委員 

 資料３の15ページのところで、相談事業のことですけれども、②年齢別相談件数で10代

の方の相談が一件もないよというところがちょっと気になったのですけれども、何か理由

とかはあるのでしょうか。よろしくお願いします。 

 

○菅原課長 

 特に理由というのはこちらでも把握しているところではないのですが、なかなか10代の

方がこういう相談機関に相談をするというのがつながりにくいのかなと。どちらかという

と、若い世代の方はＳＮＳですとかそちらのほうが使い勝手が良いのではないかと思われ

る、これ個人的な見解なのですけれども、思われるところがございますので、なかなかこ

ういう相談のところに結びつくというのは難しいのかなというふうには考えています。 

 

○加藤委員 

 ちなみに、この相談窓口ありますよというような周知だったりというのは、10代の子だ

ったら、それは多分学校だったりとか、そういうところでもやれたりとかしていたりする

のですか。その存在自体を知らない方が多いかなと思ったのですが。 

 

○菅原課長 

 なかなか周知しにくいというか、浸透しづらいところではありますけれども、中学校な

んかにはパンフレットをお配りしておりますので、何かあった場合にはこういうところが

ありますよということのお知らせという意味では周知を図っております。 

 

○奥津会長 

 よろしいですか。それでは事務局からお願いします。 
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○菅原課長 

 先ほどの再就職セミナーの定員人数が少ないのはもったいないというお話のところだっ

たのですけれども、こちら定員20名にしていたのには理由がございまして、実は、講座は

ペアワークですとか２人１組になって活動するということがございましたので、広さが普

通より少し必要になるというところと、その意味で人数を減らしたというところでござい

ます。 

 

○奥津会長 

 では、ほかに何でも結構でございます。どうぞ。 

 

○早瀬委員 

 早瀬と申します。よろしくお願いします。 

 今の先ほどの加藤委員の質問にちょっと寄ってしまうのですけれども、ＤＶとかその相

談の窓口というのは、面談または電話のみということでしょうか。ＳＮＳとかメールとか

そういうのはないのですか。 

 

○菅原課長 

 面談と電話のみになっております。 

 

○早瀬委員 

 やはり10代だと電話をかけるとか面談するという意識がちょっとなかなか芽生えないと

いうのもあって、きっとゼロなのかなというのがあるのと、やはり時間的にもちょっと学

校があったりすると電話できない時間だったりとか、そういうのもあるのではないかなと

感じました。 

 

○奥津会長 

 それでは、その点についてコメントどうぞ。 

 

○菅原課長 

 ＤＶの相談などにつきましては、国や東京都などでも24時間のダイヤルですとか、あと

ＬＩＮＥを使った相談業務なんかも行っておりますので、そちらを利用していただいてい

る方もいらっしゃるのではないかと考えております。 

 

○早瀬委員 

 せっかく北区に住んで、やはり区内で相談したいという意識が出てくるといいかなと思

ったので、ＳＮＳ環境も今後出てくるといいかなと感じました。 

 

○西川委員 

 西川です。 

 すみません、仕事が内閣府のＤＶ相談プラスですとか、Ｃｕｒｅ ｔｉｍｅ、性暴力の
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ＳＮＳ相談をしているので、その中での若年層の状況は、やはり10代の子たちは電話番号

を持っていない携帯を持っている。携帯電話、Ｗｉ－Ｆｉが飛んでいるところでは着信で

きるけれども、番号がないみたいなことで、ＳＮＳの相談につながっても折り返しの電話

ができないみたいなこともあるくらい、やはり電話についてはハードルがすごく高いのだ

と思います。 

 こちらもフリーダイヤルではなく個別の電話代がかかる電話番号なので、なかなかハー

ドルが高いのかなと思いますので、ぜひＤＶ相談プラスですとか、Ｃｕｒｅ ｔｉｍｅで

すとか、そういったＳＮＳでのと、メールも24時間やっていますので、そういったライン

をぜひ、たしかこの前のゆうレポートには載せていただいていたと思うのですけれども、

また載せていただければなと思いますし、カードの配布なども教育委員会を通じて、例え

ば全校に配布していただくとか御協力いただければと思いました。どうぞよろしくお願い

します。 

 

○奥津会長 

 お願い、要望ということですが。 

 

○菅原課長 

 貴重な御意見ありがとうございました。大変参考になりました。 

 今後どういうふうに周知の仕方、効果的な周知の仕方については検討して、なるべく10

代の方にも浸透していくように考えていきたいと思います。 

 

○奥津会長 

 お願いします。それではどうぞ。 

 

○眞野委員 

 眞野です。 

 これは質問ではないのですけれども、テレビで初めて知った内容で、ＤＶを受けている

方とか子供の虐待を受けている人というのは伝えられない、言うことができなかったり、

そういう状況になっていたりというのを知りまして、そのときに、海外でＳＮＳを発信し

ていたことだそうなのですけれども、サインをして、自分がＤＶを受けているということ

を伝える方法があるというのを初めて知ったのです。 

 一般の方、私もそうなのですけれども、そういう情報は全くないし、どうやったら伝え

られるか、どうやったら知ることができるのかという情報が全くないので、そのテレビを

見たときに、初めてすごく分かりやすかった。それで相談、こういうことをやっています、

ああいうことをやっていますとたくさんあると思うのですけれども、分かりにくいと思っ

て、ただ、そのサインが本人に分かったらあまり意味のないことになるから、あまり言う

のも伝えるのも何か難しい問題かなと思ったのがあります。 

 以上です。 

 

○奥津会長 
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 サインを送ったときに受け止める地域社会ですか、それが熟成できないといけませんね。 

 

○眞野委員 

 サインをして、一般の方が、サインした、もしかしてこの人はＤＶを受けている、虐待

を受けている子供なのかなと分かったときに、通報じゃないけれども、伝えることができ

るという方法があるそうなのです。 

 何か受ける形ではなくて、もっと地域が分かることが大事だなというふうに思いました。 

 

○奥津会長 

 システムそのものが地域に根づいてできるようにという、社会全体の協力体制というこ

とをどうやってこれからつくっていくかという大変大きな提案をいただきました。ぜひし

っかり受け止めていただきたいと思います。 

 ということで、ほかにもございますか。どうぞ御発言ください。 

 平野委員、全体に御覧になっていていかがですか。随分大学で、いろいろな啓発事業を

なさったようですけれども。 

 

○平野委員 

 平野です。 

 先ほどＺｏｏｍ、オンラインでという話があって、私どものところでＺｏｏｍで講座を

やらせていただいたところなのですけれども、ＺｏｏｍはＺｏｏｍの良さというのがあっ

て、対面は対面の良さというのがあって、もちろん対象者がどういった方が参加されるか

ということによるとは思うのですけれども、先ほど中学校に対する出前講座もそのＺｏｏ

ｍを使うことによって増やせるといったような話がありましたが、この昨年度の実績を見

ていくと、どこの講座も実施ができると結構定員近い形で埋まっているということもある

ので、ひょっとすると何か併用したりとかすることによって、より多くの方が何か御参加

がいただけたりとかするかなというふうにも思いました。 

 我々もやはりＺｏｏｍを使ってみて、ふだんだったら、対面だったらなかなか来にくい

仕事をしている女性ですとか、そういった方が在宅勤務、時間休を取って参加されたりと

かということがあったので、何かそういったことをこの機会にまた考えていくというのも

よいかなというふうに思いました。 

 

○奥津会長 

 ありがとうございました。 

 Ｚｏｏｍの良いところはどんどん使っていただく。ただ、Ｚｏｏｍでないものの良さと

いうのもまたありますから、上手に使い分けを、知恵がないといけませんね。先ほどの相

談業務なんていうのは、まさに本当にいろいろな工夫が必要でございますよね。 

 何か御発言ございますか。 

 とにかく今、このコロナで家族関係が物すごく緊張したものですから、虐待もある、Ｄ

Ｖもあるので、逃げ場がなくなると自殺とか大変残念なことも、介護もございまして、本

当に世の中が好調なときには非常に数字は女性も進出してきたな、よくやっているという
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数字になるのですけれども、いざどこかが調子が悪くなると、ああ、やはりこれはなかな

か解決しない問題があるのだなというのがよく分かったというのが今回の報告ではないか

と思っております。 

 そういう意味で、いろいろございましたらぜひ御発言、この際お願いします。 

 

○早瀬委員 

 私、滝野川、飛鳥山のほうで店舗を、お店をやっているのですけれども、そこにお買物

に来てくださるお子さんとか家族に向けてやっていきたいなと思って始めたお店なのです

が、御来店中にやはりそういう相談とか、家族間のＤＶについての話というか、そういう

相談みたいなことが話題の中に出たりすることがあって、だけれども、相談したいけれど

もやはりハードルが高くて多分行けない、どこに行っていいのか分からないという方がと

ても多いので、そういう方が来たときにちょっと渡せるものがあれば、個人情報なので難

しいかなと思うかもしれないのですが、それを聞いた第三者がちょっと伝える場所がある

とかがあると、もうちょっと透明性が出てくるのかなと最近すごく思います。 

 

○菅原課長 

 ありがとうございます。 

 できればこちらにつないでいただけるのがベストですけれども、なかなかそうもいかな

い事情がおありの方もいらっしゃると思うので、そういう方について、何らかの方法でこ

ういうところがありますというのを知っていただいて、カードというのを作っております

ので、そういうのを置いていただくとか、お話しいただくということを御協力いただけれ

ばありがたく思います。 

 

○手﨑委員 

 その資料がいただけるというのがちょっと分かれば、分からないので、こちらのほうに

情報というものがないと何か動けないというのもあるのです。何か教えていただければと

思います。よろしくお願いします。 

 

○奥津会長 

 お伝えできる情報は区民にもお伝えいただくということでございますね。 

 そういういろいろな問題があったときではございますね、区のほうの事業も本当にやり

にくい中、一生懸命やられてということで、この評価の手順１のほうで話がありました。

後でまた御意見が出てくれば、それはまたお寄せいただければ、ということでございます

けれども、取りあえず本日は区が第６次アゼリアプランの進捗評価について、このような

形ですすめたいとおっしゃって、その後は細かいことが出たらまた言いますけれども、取

りあえず今日はその程度でよろしいということでよろしゅうございますか。 

 では、そういう形で、後ほど出てきましたら、また区のほうでちょっと調整をさせてい

ただきたいと思います。 

 それでは、次の議題で、もうこれは本当に利用時間の制限とかいろいろなことがあって

申し訳ありません。じっくりいろいろというわけにはいかなくて、次の議題、その他のほ
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うに行かせていただきたいと思います。 

 まず、一括して事務局からその他についてお話しください。 

 

○菅原課長 

 （事務局より「その他」について説明。） 

 

 説明は以上でございます。 

 

○奥津会長 

 今の御説明で、ちょっと何かこれは確認しておきたいというのがあれば、感想でも結構

です。ございますか。 

 後でじっくり読んでいただいてというようなことになるのでしょうか、これについては。 

 それでは、今のことについてはそういう形でございますけれども、全体を通じて、今の

議事と関係なくても結構でございます、全体を通じてここで発言しておきたいとおっしゃ

ることがありましたら、どなたでも結構です。お一人、二人、お願いします。どうぞ。 

 

○吉田委員 

 吉田と申します。よろしくお願いいたします。 

 前回の審議会のときに、性の多様性ハンドブックというもので、内容なども審議があっ

たかと思うのですけれども、その際に質問させていただいたのですが、そのハンドブック

を作られた後の活用の方法ということで御質問をさせていただきましたが、全職員の方に

配られた後に順次研修を行うというお答えをいただいたのですけれども、そのハンドブッ

クが出来上がってから数か月がたっているかと思うのですが、そのあたりの進捗と今後の

予定、それと、作ったハンドブックを民間のほうにも活用を広げて使ってもらえるかとい

うことで、ホームページに掲示をしてダウンロードができるようにということを考えてい

るとおっしゃっていて、実際ホームページのほうに掲載されていると思うのですけれども、

そちらのほうで、例えば民間企業だとか、活用した実績があるのかどうか、ダウンロード

がどのくらいの数であるかとか、そういったあたりをちょっとお伺いできればなと思って

おります。 

 

○菅原課長 

 作成しましたハンドブックにつきましては、職員全員に配付をしております。また、一

度にというのはなかなか難しいところがございまして、順次職員研修ということで取り入

れておりまして、今年度は学校のほうに、学校長、あと幼稚園長などを対象に研修を行う

予定としております。 

 それから、民間での活用方法についてなんですけれども、王子法人会さんではホームペ

ージのほうにリンクを張っていただいておりまして、こちらのハンドブックにダウンロー

ドできるように活用していただいているということをお伺いしております。ちょっと件数

につきましては把握できているところではないのですけれども、そのような状況です。 

 あとは、商工会議所北支部では冊子を置いていただいているのと、事業所の方からその
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ようなお話があった場合には、こちらにおつなぎいただくようにということでお願いをし

て連携を図っているところです。 

 

○奥津会長 

 よろしいですか。 

 今のでもほかにも何かあればお伺いします。 

 次の審議会まで時間がありますから、ここで言っておいたほうがというようなことがあ

ればぜひ御発言ください。どうぞ。 

 

○小林委員 

 小林と申します。 

 資料３の10ページ、これは無知で申し訳ないのですけれども、一番上の職業の欄でデザ

イナー、パイロット、フェアトレードとあるのですけれども、フェアトレードというのは

どういう職業なのでしょうか。 

 資料３の10ページの（６）のフェアトレードです。 

 

○事務局 

 事務局のほうからなのですが、フェアトレードというのは、例えばチョコレートとかの

商品があると思うのですけれども、どうしても生産者の方は搾取されてしまって、安い労

働賃金で生活も苦しいという方がいらっしゃるのですけれども、そういった、例えばチョ

コレートであれば、購入価格とかをあらかじめ保証して、生産者も安定した生活が取れる

ような賃金を差し上げる、生産する上で。そういったフェアトレード商品について会社を

立ち上げている方のお話を中学生の方にされているというのを聞いたことがあります。 

 

○小林委員 

 どうもありがとうございます。 

 それから、性の多様性で用語の問題なのですけれども、ＬＧＢＴという使い方は今もう

一般的になっているのですけれども、ＬＧＢＴＱ＋という言い方はまだ一般的じゃないの

ですかね。Ｑというのはクエスチョン、どちらか分からないという、プラスはその他とい

う、そういう使い方はまだしないほうがいいでしょうか。 

 

○菅原課長 

 浸透はしてきていると思いますし、最近ではＬＧＢＴＱという言い方をされることが多

くなってきております。 

 

○小林委員 

 そうですか。 

 それから、これで終わりますけれども、第５次の男女共同参画基本計画が策定されて、

これは内閣府で令和３年６月に閣議決定をされて、ちょっと資料を持ってこなかったので

すけれども、その中で、ＳＤＧｓについての視点からいろいろ論じている部分が結構、内
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閣府の関係の方もいらっしゃると思うのですけれども、ＳＤＧｓの視点からいろいろ検討

している場面が結構あるのですよね。 

 ですが、北区のこのアゼリアプランの中でも考えていらっしゃるのだと思うのですけれ

ども、ＳＤＧｓのことからいうと、これはというような記載がちょっとないので、ちょっ

と触れていただいたほうがいいのかなという気がしましたので、ちょっと申し上げます。 

 

○菅原課長 

 ありがとうございます。 

 確かにＳＤＧｓの目標の中に女性のエンパワーメントというのがあったかと思いますの

で、その辺も指標としては検討してまいりたいと思います。 

 ありがとうございます。 

 

○奥津会長 

 既にできたプランを変えるということではなくて、いろいろなことをしていくわけです

から、その中で、ＳＤＧｓがあるからではなく、これはこれとしてあるけれども、もとも

とその目標と同じことを目指していて、やってきたことだというようなことは説明を入れ

ても、流れの中で十分自然な形ではあるかと思いますから、ぜひまた皆様のお知恵で検討

させていただいたらよろしいかと思います。 

 ということで、それは今後の課題ということでございます。たしか５年間の計画ですか

ら、その間にちょっと上手に入れたらよいとか、元の社会も変わってきますので、それぞ

れに対応していくという中で書き込むとよいとか、ご議論が出るかと思います。今の御提

案もぜひ検討させていただくということでお願いします。 

 それでは、どうぞ。 

 

○眞野委員 

 眞野です。 

 足立区でパートナーシップ・ファミリーシップ制度というのが導入されました。それは

去年だったか、足立区の議員さんが問題発言をして、それから半年ほどでその制度を導入

したということをニュースで知りました。 

 その半年で導入したというのはとてもスピーディーなことだったらしく、動向を取り上

げ、上がっていたのですけれども、その手順、順番を踏まない手順があるというのは理解

できるのです。制度を導入するということ。だけれども、その半年でできたというのは、

議員さんの問題発言があったからなのか、本当は半年ぐらいでそういった制度というもの

が導入できるものなのか、どちらなのでしょうか。教えてください。よろしくお願いしま

す。 

 

○奥津会長 

 足立区の話ですよね。 

 

○眞野委員 
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 そうです、足立区です。 

 

○奥津会長 

 他区のことですけれども。 

 

○菅原課長 

 今年の４月に足立区は制定されたかと思うのですけれども、基本的にそういう制度の導

入という場合は、やはり区民の方の理解とかというところから始めていかなければならな

いところですので、そのスピーディーというのはかなり難しいことだと私は認識していま

す。やはりいろいろ積み重ねがあって、最終的にそういうものが形づくられるというのが

こういう場合は自然なことだと思いますので、ちょっと足立区さんのことは詳しく聞いた

わけではないので、私もニュースで知る限りのことしか存じておりませんけれども。 

 

○眞野委員 

 それはできないというふうになっているのですか。できないことなのか。足立区のこと

だから分からないのはそうなのですけれども、では、足立区が手順を踏まないでやったの

か、スピーディーにやっていったのかということなのか。 

 

○菅原課長 

 それは何ともちょっとお答えしかねるところではあります。どういう手順でなさったの

かということもちょっと不明瞭ではございますので。 

 

○奥津会長 

 他区のことですから御存じないということ、早い話が御存じないということですし、ス

ピーディーがいいか悪いかというそういう議論もまだちょっとするに至らないという状況

で今お答えになっていらっしゃるということですから、ちょっとそこは過ごさせてもらい

ます。 

 

○古賀委員 

 生活学校の古賀です。お願いします。 

 男女共同参画推進ネットワークで、昨年度ＳＤＧｓの学習会を行いました。２回ほど行

ったのですけれども、「スペースゆう」のオープンＷｉ－Ｆｉは整備する予定などありま

すか。今どういった進捗になっているか教えていただきたいです。お願いします。 

 

○菅原課長 

 今のところ整備する予定はございません。 

 

○奥津会長 

 ないということです。 
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○古賀委員 

 どのようにすれば整備していただけますか。 

 

○中澤部長 

 それは、スペースゆうだけがそのように進められるかというと、これはバランスの問題

もありますので、そういった意味では区全体で考えさせていただいているということで御

承知をいただきたいと考えております。 

 

○奥津会長 

 それぞれ立場もありますので、ここはそこまででしょうか。 

 

○古賀委員 

 「ボランティアぷらざ」はオープンＷｉ－Ｆｉ、北とぴあもあるのだけれども、スペー

スゆうはちょっと離れていて、使えないということだと思うのですけれども、やはり今Ｗ

ｉ－Ｆｉがないとかなり集会でプロジェクターに映したりするとか難しいものがあるので、

ぜひＷｉ－Ｆｉの整備をお願いしたいです。 

 

○奥津会長 

 御要望ということで受け止めてください。 

 では、最後に申し訳ありません、お一人どうぞ。 

 

○矢吹委員 

 矢吹でございます。 

 ちょっとお時間のないところ申し訳ないのですが、直接ちょっと関係ないのですけれど

も、資料の２の中の５ページですが、ここで取組の175番、この中で性教育のことがモデ

ル授業実施として教育指導課になっておりますが、この辺がどのくらい進めていらっしゃ

るのかをちょっと知りたいのです。それで、ホームページなどを探しているのですけれど

も、なかなか出てこないのです。こういうときにどこを見たらよろしいでしょうか。 

 

○菅原課長 

 恐らくなんですけれども、ホームページへの掲載はされていないのではないかと思いま

す。これ教育指導課で実施しているものですので、各年代別に合わせて教育を行いますよ

というお話は伺っているところなのですけれども、その内容についてというのがまだ私ど

もも把握しているところではございませんので、もしかしたらこれからというところか、

ホームページなどには一切掲載せずに学校の中で収めているという授業なのかもしれない

です。 

 

○矢吹委員 

 少しそういう内容を、どの程度進んでいるのかなというのを知るには何か方法がありま

すか。 
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○菅原課長 

 私どもが調査をいたします事業の実績などから読み取っていただくということくらいで

しょうか。 

 

○奥津会長 

 どこに聞けばよろしいですかということですよね。担当課に聞いてもよいということで

あれば。 

 

○菅原課長 

 教育委員会のほうにお聞きいただければ、お答えできる範囲では答えていただけると思

います。 

 

○奥津会長 

 じゃ、直接聞いていただいたほうがいいですね、これは。 

 では、大変恐縮ではございますけれども、これで本日の審議会を終了させていただこう

と思います。 

 どうもせわしいことでございましたが、また次回ご出席いただきまして、よろしく御審

議いただきたいと思います。 

 本日はどうもありがとうございました。 

 では、事務局お願いします。 

 

○菅原課長 

 これをもちまして、第８期第２回北区男女共同参画審議会を閉会させていただきたいと

存じます。 

 本日は長時間にわたりどうもありがとうございました。これで散会といたします。 


